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ホームページのご案内

　当社ホームページでは、企業情報、IR情
報、製品情報など様々な情報を掲載して
おります。IR情報では、株主・投資家の
皆様に最新の情報を提供しております。 
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おり、さらにご利用しやすいホームペー
ジに生まれ変わりますので、ぜひご覧く
ださい。
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トップメッセージ
ネット ワークの性能監視のパイオニアとして
情報通 信社会の安全・安心を支え続けます。

事業内容と経営理念
　当社は、ネットワークシステムの稼働状況や障害発生の予兆

などを監視する「ネットワークシステム性能監視ツール」の開発・

販売を手掛けている企業です。パソコンや携帯電話といった身

近なツールから、高性能サーバーや大規模データセンター、さ

らに最近では家電や自動車まで、あらゆる機器がネットワーク

につながろうとしている時代です。ネットワークシステムが正

しく稼働するように見守り、障害の発生を未然に防ぐことは、

企業や官公庁など、あらゆる組織にとってきわめて重要な危機

管理策の一つとなっています。

　当社は2002年の創業以来、「ネットワークインフラの可視化」

を合言葉に、一貫してネットワークシステムの性能監視にこだ

わり続けてきました。「ネットワークインフラを通じ、お客様に

心から喜んでいただける企業になる。」「プロとしての倫理観と

す。長年をかけて培ってきた技術やノウハウ、経験知は業界随

一であると自負しており、その知見を、自社製品とそれを用い

たサービスに結集させています。

　当社の最大の強みは、性能監視に必要な製品を自社で開発し

ている点にあります。2011年に発売した主力製品「System 

Answer G2」は、100社以上のネットワーク関連機器に対応す

るマルチベンダー対応が最大の特徴です。自社開発だからこそ、

特定のメーカーに限定されることなく、幅広いメーカーの機器

の性能情報を可視化することができ、この点が同業他社に対す

る圧倒的なアドバンテージになっています。実行力を備えたプロフェッショナル集団になる。」「お客様に可

愛がられること、優れた人材を創出することを通じて社会へ貢

献できる企業になる。」という3つの理念を掲げ、それを実現す

るための指標として7つの価値基準※を定めています。
※7つの価値基準はP.2をご参照ください。

市場環境と当社の強み
　国内のシステム性能・稼働監視ソフトウェアの市場規模は

1,200億円超とされており、情報通信社会の発展とともに、そ

の規模は年々拡大しています。近年では通信事業者やデータセ

ンター事業者の大規模なシステム更改案件が増えているほか、

官公庁や自治体向けの案件も増加傾向にあります。

　この成長市場において、当社は創成期から市場を切り拓いて

きた先駆者として、きわめて有利なポジションを確立していま

代表取締役社長

加藤  裕之　

このほか、ストック型のライセンス販売を主体とした販売手法

も、大きな強みです。こうした販売手法をとることで、継続利

用率がきわめて高く、安定した収益を確保できるビジネスモデ

ルを確立しています。

今後の成長戦略
　成長戦略の大きな柱となるのが、パートナー企業との連携の

強化です。当社は自社単独で機器を販売するだけでなく、多く

の有力パートナーと提携し、当社の機器を組み込んだトータル

ソリューションをパートナーと一体となって提供しています。

• ネットワークインフラを通じ、お客様に心から喜んでいただける企業になる。
• プロとしての倫理観と実行力を備えたプロフェッショナル集団になる。
• お客様に可愛がられること、優れた人材を創出することを通じて社会へ貢献できる企業になる。

• お客様が本質的に喜ん で も ら う た め に全エネルギー を注ぎ込む 。
• 全て の状況に お い て チー ムプレー に徹す る 。
• 主役は常に お客様で あ り 、現場で あ る 。
• 現場・お客様志向を ベー スに全て の問題解決に邁進す る 。
• 常に謙虚で未来の た め に変化し続け る 。
• 自由か つ機動的に あ り続け る 。
• 常に元気で 、明る く 、楽し く 、メリハリを もっ て仕事に取り組む 。

IBCの
価値基準

IBCの
理念
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トップメッセージ

今後は官公庁や自治体などの公共系システムや大手企業が販売

先として有望とみており、パートナーとの連携をさらに強化し、

こうした分野への浸透を図っていく方針です。また、必ずしも

自社ブランドでの販売にこだわることなく、販売先の要求やパー

トナー企業の戦略に柔軟に対応し、SaaS型や運用サービス型な

ど様々なビジネスモデルでソリューションを展開していくこと

で、販路のさらなる拡大を図りたいと考えています。

　新製品の開発も、継続的かつ重要な課題です。当社の製品は、シ

ステムが正しく動いているかどうかだけを監視する「死活監視」

のためのツールから、障害が発生する前にその問題点を検知して

適切な対処を施す「性能監視」のためのツールへと発展してきま

した。今後は、コンピュータやネットワークシステムを維持、改

善するための根拠のある判断ツールとして活用できる「情報監視」

の機能を備えた製品が求められるようになってくると考えており、

こうした機能を備えた後継製品の開発に取り組んでいます。

経営成績について
　国内景況は、緩やかな回復基調が継続しており、情報サービ

2002.10
東京都中央区にアイビーシー株式会社
を設立

2005.6
「BTmonitor」NEC UNIVERGE 

CERTIFIED認証製品化

2008.12
ネットワーク性能監視アプライアンス

「System Answer」をリリース

2011.7
大阪府大阪市淀川区に西日本事業所を開設

2014.6
性能監視情報公開サービス「System Answer RS 
Global Baseline」を提供開始

2011.7
大規模ユーザー向けシステム性能監視ソフトウエア

「System Answer G2 Datacenter Ware」をリリース

2003.6
ネットワーク監視アプライアンス

「BTmonitor」をリリース

2007.5
ネットワーク監視アプライアンス

「BTmonitor V2」をリリース

2015.9
東京証券取引所マザーズ市場に上場

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

ス業界においては、クラウドコンピューティングやビッグデー

タの活用、様々な“モノ”をインターネットに接続する“モノのイ

ンターネット（Internet of Things : IoT）”化の進展などに注目

が集まっています。こうした動きとともに、システム投資の適

正化や運用コスト削減は各企業にとって継続的な経営課題となっ

ています。

　このような環境の中、当社はパートナー企業との連携強化策

の推進や既存顧客に対する契約更新の促進などに取り組んだ結

果、受注が堅調に推移しました。その結果、2015年9月期の経

営成績は、売上高が977百万円（前期比21.1%増）、営業利益が

319百万円（前期比47.8%増）、経常利益が301百万円（前期比

35.0%増）、当期純利益が182百万円（前期比36.4%増）となり

ました。

　2016年9月期の事業環境についても、2015年9月期から大

きく変化することはないとみており、引き続き自社開発製品

「System Answer G2」の販売促進を中心に業容の拡大を図って

まいります。通期業績については、売上高が1,135百万円（前

期比16.2%増）、営業利益が359百万円（前期比12.5%増）、経常

利益が334百万円（前期比11.0%増）、当期純利益が200

百万円（前期比9.9%増）と予想しています。

株主の皆様へ
　おかげさまで当社は2015年9月15日、東京証券取引

所マザーズ市場に上場いたしました。これもひとえに、

株主の皆様およびすべての関係者の皆様方のご支援の賜

物と心より感謝申し上げます。

　当社は創業以来、ネットワークシステムの性能監視という一

つの技術に愚直なまでにこだわってきた会社です。いわゆるネッ

トベンチャーのような急激な成長を志向するのではなく、「お

客様のために役立つ」ことに徹底的にこだわり、一歩ずつ着実

に成長していくことを目指してまいります。株主の皆様にはど

うか、当社の成長を長い目で見守っていただければ幸いでござ

います。

　当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要課題と認

識しており、経営成績の推移や財務状況などを考慮した上で将

来の事業展開のための内部留保などを総合的に勘案しながら

配当を検討していく方針です。現在当社は成長過程にあり、事

業上獲得した資金については、財務体質の強化や事業拡大のた

めの新規投資などに充当させていただくことを優先させてい

ただきたく、当期においては無配当とさせていただきました。

当面は企業価値をさらに高めることで株主の皆様からのご厚

情にお応えしてまいる所存でございますが、配当の実施につ

きましても前向きに検討してまいります。

　株主の皆様には末永くご指導ご鞭撻を賜りたく心よりお願い

申し上げます。

アイビーシーの歩み
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障害発生時の迅速な問題分析
アラートの漏れのない障害検知
システム担当部門間の壁
複雑な課題に対する本質の把握
個人スキルに頼った属人化
仮想環境の効率的な把握
IoTやビッグデータなどの新たな技術 
による問題複雑化

ネットワークシステム環境の
変化による影響
　クラウドコンピューティングやビッグ
データの活用、リソースの仮想化など
の新たな技術の浸透で、障害予兆の特
定が困難になっています。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
課
題

アイビーシーの強み

コンピューター・ネットワ  ークシステムの安定稼働や品質向上を実現します。

「System Answer G2」を活用した監視イメージ

顧客コンピューター・ネットワークシステム

　コンピューター・ネットワークシステムの障害は社会活動
の妨げとなります。その障害を未然に防ぐため、システム運用
ではネットワークシステムのタイムリーな把握が不可欠です。
　そのような課題に対し「System Answer G2」を活用し性
能監視をすることで、ネットワークシステムの安定稼働の状
況把握、将来的な性能劣化の予兆検知、性能問題がある際のボ
トルネックの特定が可能となります。また稼働状況に関する
情報の報告・共有・公開についても、誰でも簡単に利用するこ
とができます。

基幹ネットワーク

自社開発製品

データセンター

わかりやすい可視化された
画面で状況把握

ネットワークシステムの状況を
タイムリーに監視・閲覧

監視

閲覧

Check Point

エラー検知・ポート監視
トラフィック管理
トレンド分析　

アタック件数・リソース管理
負荷分散制御状況
トラフィック管理　　etc

Check Point

プロセス・リソース管理（物理サーバー）
ハイパーバイザーとゲストOSの
性能監視（仮想サーバー）

本社
海外拠点

国内拠点

インターネット

自社開発
ネットワーク機器から、物理／仮想サーバー、
システムを構成する幅広いメーカー機器の性能
情報の可視化と予兆検知。

強み

1

強み

4

強み

2

強み

5

強み

3

強み

6

運用コストの削減
性能監視、予兆検知、レポ―ティングを適切な
コストでご提供。運用管理における属人化も解
消し、運用コストを削減。

1分間隔の
タイムリーな監視

ネットワークシステムの性能をタイムリーにとら
える1分単位での情報収集と、収集されたデー
タの長期的な蓄積。

簡単な操作・状況把握
マウスによる直感的操作で、システム性能監視
が可能。ネットワークシステムの状況の可視化
で、専門的な知識が不要。

ノウハウの活用
様々な稼働状況データを蓄積・分析・解析した
ノウハウで、次世代サービスやグローバル展開
を視野に入れた製品開発。

マルチベンダー対応
100社以上のメーカーネットワーク関連機器へ
のマルチベンダー対応と、3,000項目以上に渡
る分析ポイント。
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アイビーシーの 成長戦略

2014年で1,210億7,500万円の市場実績
通信事業者やデータセンターの刷新
官公庁や地方自治体向けの案件増加
仮想環境に対応した稼働監視システムへ
と見直す企業が増加

125,000

120,000

115,000

110,000

105,000

100,000
2012年 2013年 2014年

成 長 戦 略

1
成 長 戦 略

3

成 長 戦 略

2

パートナー連携強化
大手企業との連携を強化

サービス型販売の促進
多様なビジネスモデルによる販売の促進

次期製品への
取り組み
情報監視に対応する製品開発

　自社単独販売だけでなくパートナーとの連携を強化し、当
社の機器を組み込んだトータルソリューションを提供します。
特に、自治体などの公共系システムや大手企業への販売を
促進してまいります。

注力パートナー連携

ビジネスモデル展開例

　販売先の要求やパートナー企業の戦略に合わせて、多様
なビジネスモデルでソリューションを展開し販売の促進を図
ります。

　次期製品として情報監視機能を備え
た製品の開発に取り組んでいます。コン
ピューター・ネットワークシステムを維持、
改善するための根拠のある判断が可能な
ツールになります。

後継製品

2011年7月
System Answer G2

2008年12月
System Answer

2007年5月
BTmonitor V2

2003年6月
BTmonitor

製品のロードマップ コンピューター・ネットワークシステムを
維持、改善するための根拠のある判断
ツールとして活用する。

死活監視・状態監視に加えて、性能上問
題がないかどうかを分析し、その対策を
行うための収集ツールとして活用する。

問題が発生した際に、どこで発生したの
かを検知、把握するための保守ツール
として死活監視・状態監視ツールを活
用する。

性能監視

状態監視

死活監視

判断ツール
維持・改善・対応

収集ツール
分析・対策・報告

保守ツール
検知・把握

情報監視

成長へ向けた今期の取り組みをご報告します。

• 展示会出展・セミナー開催による認知度向上
　「クラウドコンピューティングEXPO（秋）」や「INTEROP TOKYO2015」
などの展示会への出展や、セミナーの開催など多数の顧客に当社製品の
魅力をお伝えしました。

• TIS株式会社のSaaS型性能監視サービスに 
 「System Answer G2」が採用
　TIS株式会社が提供するSaaS型性能監視サービスに「System Answer 
G2」が採用されました。本サービスにより販売チャネルの拡充が期待でき
る一方で、利用者は手軽な導入と低コストでの性能監視が可能となります。

• 「System Answer G2」のバージョン更新と 
　ソリューションサービス強化
　顧客満足度を高めるため収集された性能情報や、顧客からの要望や課
題などを基に「System Answer G2」のバージョンを更新するとともに、
機器性能指標コンテンツサービスの提供や付加価値の高いソリューション
サービスの強化、展開に取り組みました。

• 人材の確保と育成強化
　事業の拡大および成長のために、より高い専門性を有する人材の確保と
ともに、既存社員の能力およびスキルの底上げの育成を推進いたしました。

今期の
取り組み

パートナー連携強化、販路  拡大と次期製品の開発でさらなる成長を実現します。

国内、性能/
稼働監視ソフトウェア市場

国内システム性能／稼働監視ソフトウェア市場
2012～2014年の実績※

（百万円）

112,070.8

118,613.1 121,075.0

　高度化・複雑化するネットワークシステム
の安定稼働の実現に向けた、性能／稼働監
視に対する認識が広まり、さらなる市場の拡
大と需要の増加が見込まれています。

市
場
環
境

※出典：IDC Japan,「国内システム／ネットワーク管理ソフトウェア市場 2014年の分析
と2015年〜2019年の予測（IDC#J15380105）」

官公庁／自治体

SaaS型モデル

大手企業

運用サービス型モデル

医療/ヘルスケア

セキュリティー企業との連携モデル
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2013年9月 2014年9月 2015年9月

業績データ（千円）
売上高 641,894 807,113 977,054
営業利益 105,782 216,078 319,451
経常利益 102,366 223,351 301,561
当期純利益 47,818 133,905 182,705

財務データ（千円）
総資産 525,899 703,589 1,482,287
純資産 234,526 362,942 1,168,098
自己資本比率(%) 44.6 51.6 78.8

キャッシュ・フロー（千円）
営業活動によるキャッシュ・フロー 15,594 105,708 123,724
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 5,209 △ 13,030 △ 12,251
財務活動によるキャッシュ・フロー 23,704 24,338 535,344
現金及び現金同等物の期末残高 108,769 225,785 872,602

1株当たりデータ（円）※

1株当たり当期純利益 13.07 36.59 46.04
1株当たり純資産 64.02 99.11 216.41
1株当たり配当金 1.50 — —

財務ハイライト 会社概要／株式情報
会 社 概 要  （2015年9月30日現在）

社 名 アイビーシー株式会社

英 文 社 名 IBC: Internetworking & Broadband 
Consulting Co.,Ltd.

本 店 所 在 地 東京都中央区新川一丁目８番８号

設 立 2002年10月16日

資本金の金額 40,283万円

従 業 員 数 47名

事 業 内 容 • ネットワークシステム性能監視ツールの開発/
販売/サポート

• ネットワークシステムの性能評価サービス
• ネットワークシステムの設計・構築、

コンサルティング
• 各種機器、ソフト販売

株 式 情 報  （2015年9月30日現在）

発行可能株式総数 5,000,000株

発 行 済 株 式 総 数 1,349,400株

株 主 数 1,232名

大 株 主

株 式 分 布 状 況
役 員  （2015年12月11日現在）

代 表 取 締 役 社 長 加 藤  裕 之

常 務 取 締 役 岩 井  靖

取 締 役 北 村  博

取 締 役 吉 田  知 史

取 締 役（社 外 取 締 役） 髙 木  弘 幸

常 勤 監 査 役 八 代  博 隆

監 査 役（社 外 監 査 役） 望 月  明 彦

監 査 役（社 外 監 査 役） 大 島  充 史

株主名 持株数（株） 出資比率（ ％）

加藤　裕之 579,000 42.9

プラスフジ株式会社 125,000 9.3

アライドテレシスホールディングス株式会社 106,200 7.9

株式会社ＳＢＩ証券 50,900 3.8

岩井　靖 35,000 2.6

村上　彰 20,000 1.5

日本証券金融株式会社 18,500 1.4

髙木　弘幸 15,000 1.1

野村證券株式会社 14,100 1.0

ＧＭＯクリック証券株式会社 13,200 1.0

売上高
　新規顧客獲得の推進、既存顧客の製品
切り替えや契約更新、またライセンス販
売における受注数・受注規模の拡大と連
動した、製品の導入・運用支援やカスタマ
イズ関連サービス等が好調に推移し、売
上高は977,054千円となりました。

総資産
　現金及び預金が646,817千円増加、売
掛金が140,806千円増加したことにより、
当 事 業 年 度 末 における 資 産 合 計 は
1,482,287千円となり、前事業年度末に
比べ778,697千円増加しました。 

現金及び現金同等物の期末残高
　営業活動によるキャッシュ・フローは
123,724千円の収入、投資活動によるキャ
ッシュ・フローは12,251千円の支出、財務
活動によるキャッシュ・フローは535,344
千円の収入で現金及び現金同等物の期末
残高は872,602千円となり、前事業年度
末に比べ646,817千円増加しました。 
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株式数
1,349,400株

個人・その他
70.98%

金融商品取引業者
8.46%

その他の法人
17.96%

外国法人等
0.82%

※当社は、2015年5月28日付で普通株式1株につき500株の株式分割を実施し、また同年12月1日付で普通株式1株につき4株の株式分割を実施しましたが、当該分割につき2013年9月
期の期首に行われたと仮定して「1株当たりデータ」を算定しています。

金融機関
1.78%
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